






















2016 年 4 月に発生した熊本地震から 2 年 3 か月がたちましたが、再建と復興
が進む一方で仮設住宅に 38,000人余りがいまなお暮らすという厳しい現実が熊
本にはあります。全国に目を向けると最近では大災害が立て続けに発生してい
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熊本県内の公立・私立の保育所 69 か所（公立 22、私立 48）および子育て支援センター60 か所（公立
51、私立 9）を利用する保護者・利用者を対象に、それぞれの保育所および子育て支援センター職員から
質問紙調査への協力を依頼し、保育所保護者 666名（公立 238名、私立 428名）、子育て支援センター利
用者 327名（公立 118名、私立 209名）より回答を得た（表 1）。 
 
表 1 調査協力者の所属園 公立・私立 
 
      
（１）性別・年齢 
 回答者の性別は、保育所保護者が女性 600名（90.1％）、男性 64名（9.6％）、不明 2名であり、回答者
の約 1割が男性（父親）の回答者であった。子育て支援センター利用者については、女性 326名（99.7％）、
男性 1名（0.3％）である（表 2）。 
 また、回答者の年齢の平均は、保育所保護者が 36.21歳±5.39歳、うち女性回答者の平均は 35.08±5.19




件数 ％ 件数 ％
公立 238 35.7 118 36.1
私立 428 64.3 209 63.9






表 2 回答者性別 
 
 





「会社員」が 173 名と最も多く、次いで「公務員」61 名、「保育関係者」51 名などとなっている（表 4）。
公務員や保育関係者が多い。また医療関係者には医師や薬剤師、作業療法士やソーシャルワーカーなど
が含まれるが、こうした医療関係者と看護師や助産師を足すと 67名となり、会社員についで多い職種の
一つとなっている。保育所保護者の職種については 666 件の回答を得た。就労形態については表 6 に示




一方、子育て支援センター利用者の職種については 288 名の回答を得た（表 5）。子育て支援センター
利用者では、専業主婦が 182名であり、育児休業中が 41名などとなっている。なお、勤務形態について




件数 ％ 件数 ％
男 64 9.6 1 0.3
女 600 90.1 326 99.7
不明 2 0.3 0 0




件数 平均値 標準偏差 件数 平均値 標準偏差
全体 660 36.21 5.39 327 33.56 5.58
男 63 37.33 5.58 1 40.00 0






表 4 保育所保護者の職種         表 5 子育て支援センター利用者の職種 
 
 














職種 件数 職種 件数
会社員 173 専業主婦 182
公務員 61 育休中 41
保育関係 51 会社員 19
自営業 49 公務員 16
パートアルバイト派遣 49 医療関係（看護師含む） 5
事務関係 40 保育関係 5
看護師助産師 36 パートアルバイト派遣 5
医療関係 31 自営業 4
介護福祉 29 介護福祉 3
サービス業 28 事務 3
農業 26 その他 5
主婦 13 無回答 39























割合は 2 割以上となっており、その内訳について、保育所保護者から 116 件、子育て支援センター利用











件数 ％ 件数 ％
夫婦と子ども 464 69.7 273 83.5
ひとり親と子ども 30 4.5 4 1.2
三世代 140 30.1 42 12.8
その他 30 4.5 8 2.4
不明・無回答 2 0.4 0 0.0



















































件数 ％ 件数 ％
問題なく震災前と同じ家に住んでいる 460 69.1 261 79.8
修理の必要があるが震災前と同じ家 150 22.5 44 13.5
仮設住宅に住んでいる 4 0.6 0 0.0
みなし仮設住宅に住んでいる 10 1.5 3 0.9
親戚・知人宅に住んでいる 1 0.2 0 0.0
震災前とは異なる家に住んでいる 35 5.3 16 4.9
不明・無回答 6 1.0 3 0.9








表 10 避難経験 
 
 























件数 ％ 件数 ％
経験あり 274 41.1 168 51.4
経験なし 347 52.1 137 41.9
不明・無回答 45 6.9 22 6.7




件数 ％ 件数 ％
車中泊経験あり 428 64.3 184 56.3
車中泊経験なし 222 33.3 123 37.6
不明・無回答 16 2.5 20 6.1












保育所保護者があずけている子どもの在籍クラスは（表 12）、年長 196名（29.4%）、年中 191名（28.7%）、
年少 125 名（18.8%）、2 歳児 81 名（12.2%）、1 歳児 53 名（8.0%）、0 歳児 18 名（2.7%）、不明 2（0.3%）
となっている。また、子ども 2人以上で保育所を利用している人は 253名（38％）。子ども 3人での保育
所を利用している人は 53名（約 8％）である。 
 




2子での利用が 34名（10.4%）、第 3子での利用が 6名（1.8%）、第 4子での利用が 1（0.3%）、無回答が 1
（0.3%）となっている（表 13）。また、利用している子どもの平均年齢は 1.96±14.87 か月である。 
子ども二人での利用は 77名となっており、利用している子どもの平均年齢は 1.89歳±19.31 ヶ月であ
った。 
 




 4 月 14 日の地震と 4 月 16 日の 2 回の地震発生後における安否確認の状況について、安否確認の時期、
安否確認の方法、安否確認の連絡者について回答を求めた。 
１）保育所における安否確認の状況 
保育所からの確認連絡については（表 14、表 15）、2 回の地震発生後にそれぞれ連絡が入っている。4
件数 ％ 件数 ％ 件数 ％
年長クラス 196 29.4 8 3.2 7 13.2
年中クラス 191 28.7 22 8.7 5 9.4
年少クラス 125 18.8 59 23.3 4 7.5
2歳児クラス 81 12.2 74 29.2 12 22.6
1歳児クラス 53 8.0 54 21.3 12 22.6
0歳児クラス 18 2.7 36 14.2 13 24.5
不明 2 0.3 0 0.0 0 0.0











月 14日の地震については「翌日の確認」が 195件（35.9％）、「安否確認がなかった」も 191件（35.2％）
となっている。4月 16日に地震については、「地震当日」110件（21.1％）、「地震翌日」が 93件（18.0％）、
「3日以内」が 91件（23.0％）となっており、安否確認がなかったも 119件（20.3％）となっていた。 












表 14 4月 14日地震の安否確認の状況（保育所） 
 
 










件数 ％ 件数 ％ 件数 ％
地震当日（4/14） 57 10.5% 電話 250 77.4% 管理職 48 14.9%
地震翌日（4/15） 195 35.9% メール 24 7.4% 担任 133 41.3%
安否確認はなかった 191 35.2% LINE 10 3.1% 担任以外の先生 41 12.7%
その他 100 18.4% その他 39 12.1% 園の職員 63 19.6%
合計 543 100.0% 合計 323 100.0% その他 37 11.5%
合計 322 100.0%
安否確認の時期 連絡方法 連絡者
件数 ％ 件数 ％ 件数 ％
地震当日（4/16） 110 21.2% 電話 316 80.6% 管理職 52 13.5%
地震翌日（4/17） 93 18.0% メール 27 6.9% 担任 165 42.7%
3日以内 91 17.6% 訪問 3 0.8% 担任以外の先生 62 16.1%
安否確認はなかった 119 23.0% LINE 13 3.3% 園の職員 67 17.4%
その他 105 20.3% その他 33 8.4% その他 40 10.4%





表 16 4月 14日地震の安否確認（子育て支援センタ） 
 
 























件数 ％ 件数 件数
地震当日（4/14） 11 6.2% 電話 10 管理職 2
地震翌日（4/15） 8 4.5% メール 3 担任 12
安否確認はなかった 150 84.7% LINE 11 園の職員 6
その他 8 4.5% その他 3 その他 1
合計 177 100.0% 合計 27 合計 21
安否確認の時期
連絡方法 連絡者
件数 ％ 件数 件数
地震当日（4/16） 10 6.0% 電話 18 管理職 5
地震翌日（4/17） 8 4.8% メール 2 担任 12
3日以内 9 5.4% 訪問 1 園の職員 9
安否確認はなかった 134 80.2% LINE 11 その他 5
その他 6 3.6% その他 3 合計 31











最も多い通園再開日は（図 1）、「4月 25日（月）」からの登園開始で 136件（24.2%）あり、次いで「5
月 9 日（月）」の 66 件（11.7%）、「4 月 18 日（月）」の 51 件（9.1%）、「5 月 2 日（月）」の 44 件（7.8%）
と続いている。 
地震発生から 1週間を過ぎたのちの 4月 25日（月）からの登園再開が最も多く、その週からの登園再





















件（46.5%）で、約 5割に近い割合で欠席があったことが分かった（表 19）。 
欠席の理由については、当てはまる理由全てを選んでもらう多重回答形式で回答を求めた。その結果








表 19 保育所の欠席の有無        表 20 保育所が開園したが欠席した理由 




震災前の利用状況については（表 21）、「毎日」が 12 件(3.7%)、「週に 3～4 回程度」が 71件(21.7%)、「週

















































































てみてみると、「利用した」111 件（33.9%）、「使用しなかった」166 件（50.8%）、「不明」50 件（15.3%）
となり、利用しなかった割合が半数であった（表 24）。 
 






















































回答からみてみると（表 27）、最も多い利用再開時期は「震災後 1 ヶ月以降」で 98 件（59.0％）となっ
ており、次に多いのが「震災後 3 週間程度」15 件（9.0％）であった。その他は 35 件（21.1%）となり、
その内容に 2 ヵ月後あたりから、3 ヶ月後あたりから、4 ヵ月後あたりから、5 ヶ月後あたりから、9 月
あたりから・6 ヵ月後、10 月からの 10 ヵ月後からとなっている。7 割以上の利用者が震災後 1 ヶ月後か
ら利用を再開したことが分かる。なお、震災後一週間以内に利用したものはいなかった。 
 




























ヶ月に 1.2回程度」「時間があるとき」「週に 2回」となっている。 
子育て支援センターを毎日利用している利用者は 14 件となっているが、週に３～４回の利用は 98 件
と 3割を超えており、また週に 1回程度の利用も 95件と 3割以上となっている。子育て支援センターを
利用している人たちの 7 割以上は、週に 1 回以上の頻度で子育て支援センターを利用していることがわ
かる。 
 





























































保育所から受けた支援 件数 子育て支援センターから受けた支援 件数
心のケアに関するパンフレットをもらった 162 安心して遊べる場所があった 177
支援物資をもらった 121 子どもが愉しめるイベントがあった 108
保育士に子どもの相談をした 62 不安や悩みを聞いてもらった 85
園が知っている様々な情報をもらった 62 支援物資をもらった 84
生活や物資に関する情報をもらった 27 保育士に子どもの相談 73
園に来ているボランティアからの援助をうけた 24 心のケアに関するパンフをもらった 50
役所などからの情報をもらった 21 自分自身の相談をした 25
牛乳など園の食品や物資をもらった 19 生活や物資に関する情報をもらった 23
炊き出しをもらった 14 市役所等からの情報をもらった 16
一時保育を利用した 12 配偶者や家族の相談をした 12
避難所として利用した 5 保育士以外の専門職に相談した 3
出前保育を利用した 5 その他 16
































保育所保護者 件数 子育て支援センター利用者 件数
いつも通りの対応 472 笑顔の対応 214
笑顔の対応 371 いつも通りの対応 191
不安な気持ちに共感し受容してくれた 267 不安な気持ちに共感し受容してくれた 118
言葉掛けが増えた 129 安心に繋がる配慮があった 52
通常の行事の日程や内容の変更があった 98 安全に繋がる配慮があった 50
地震についての説明があった 96 楽しい活動を増やしてくれた 48
日常で楽しい活動を増やしてくれた 82 言葉掛けが増えた 47
地震ごっこを見守ってくれた 81 身体を動かす活動が増えた 23
パジャマに着替えずに午睡するなど安全に繋がる配慮があった 74 新たなイベントや講習会などがあった 16
スキンシップが増えた 41 スキンシップが増えた 14
新たなイベントや行事があった 33 地震についての説明があった 10
日常で身体を動かす機会が増えた 32 イベントや行事の日程内容の変更があった 7
日常に特別な活動を取り入れてくてた 23 地震ごっこを見守ってくれた 5
地震の話をしないような配慮があった 9 地震についての話をしない配慮があった 3
午睡をきょうだい一緒にするなど安心に繋がる配慮があった 4 その他 11






























保育所から保護者 件数 子育て支援センター利用者 件数
いつも通りの対応 454 笑顔の対応 196
笑顔の対応 323 いつも通りの対応 180
不安な気持ちに共感し受容してくれた 247 不安な気持ちに共感し受容してくれた 130
送迎時の言葉掛けが増えた 142 子どもの相談に助言してくれた 79
安全対策について説明してくれた 129 必要な情報の提供してくれた 55
子どもの相談に助言してくれた 106 言葉掛けが増えた 49
被災後の子どもの行動を説明してくれた 100 保護者や家族の相談に助言してくれた 30
必要な情報の提供をしてくれた 77 被災後の子どもの行動について説明 21
保護者や家族の相談に助言してくれた 37 安全対策についての説明してくれた 16
親子で参加できる行事を行ってくれた 21 親対象の事業（ヨガなど） 11
個別の相談を行ってくれた 13 きょうだいについての相談に対応してくれた 8
臨時の懇談会などを開催してくれた 12 個別の相談を行ってくれた 2
親対象の事業（ヨガなど）を行ってくれた 7 その他 12































表 33 震災後の保育所および子育て支援センターの変化 
 
保育所 件数 子育て支援センター 件数
安全対策が増した 290 特になし 106
行事が中止になった 166 安全対策が増した 62
特になし 124 先生方がより親身になった 44
緊急時の連絡体制が変わった 117 先生方と保護者との交流が増えた 18
先生方がより親身になった 58 行事が中止になった 14
先生方と保護者との交流が増えた 33 講演会やイベントが増えた 12
先生方の結束が強まった 32 緊急時の連絡体制が変わった 9
講演会やイベントが増えた 18 先生方の結束が強まった 5
遊びなど禁止事項が増えた 13 遊びなど禁止事項が増えた 1
先生方が疲れている 10 先生方が疲れている 0
その他 28 その他 18


























保育所 件数 子育て支援センター 件数
揺れに敏感に反応するようになった 416 揺れに敏感に反応するようになった 130
音に敏感になった 241 音に敏感になった 90
抱き着いてくることが多くなった 233 抱き着いてくることが多くなった 69
地震の話題が増えた 211 地震の話題が増えた 57
地震ごっこの遊びをするようになった 173 地震ごっこの遊びをするようになった 38
一人でトイレに行けなくなった 164 親と離れられなくなった 36
親と離れられなくなった 98 就寝時の様子が変わった 28
就寝時の様子が変わった 85 一人でトイレに行けなくなった 24
急に泣き出す 77 急に泣き出す 23
家に入りたがらなくなった 65 以前より幼くなった 12
以前より幼くなった 39 落ち着かなくなった 11
乱暴になった 33 家に入りたがらなくなった 10
落ち着かなくなった 31 食欲が落ちた 7
攻撃的になった 29 乱暴になった 4
けんかが増えた 23 攻撃的になった 4
食欲が落ちた 18 けんかが増えた 4
アレルギー症状がでた（増えた） 15 チック・吃音がみられた（増えた） 4
チック・吃音がみられた（増えた） 12 アレルギー症状がでた（増えた） 3
食欲が増した 7 食欲が増した 2
その他 80 その他 79




保育所保護者が子どもに対して心がけた対応では（表 35）、「いつも通りの対応」が 494 件で最も多く、
次いで「スキンシップを増やした（293件）」、「不安に気持ちに共感し受容した（268件）」「一緒に過ごす
など安心に繋がる配慮（267件）」「笑顔を心がけた（266件）」が続いている。これらの 4項目については



















表 35 子どもへの対応で気をつけたこと、心がけたこと 
 
保育所保護者 件数 子育て支援センター利用者 件数
いつも通りを心がけた 494 いつも通りを心がけた 238
スキンシップを増やした 293 笑顔を心がけた 146
不安な気持ちに共感して受容した 268 スキンシップを増やした 139
一緒に過ごすなど、安心に繋がる配慮をした 267 言葉がけを増やした 101
笑顔を心がけた 266 一緒に過ごすなど、安心に繋がる配慮をした 98
言葉がけを増やした 222 不安な気持ちに共感して受容した 86
地震ごっこの遊びを見守った 123 日常で楽しい活動を増やした 40
地震についての説明を行った 111 身体を動かす機会を増やした 36
お迎えを早くするなど一緒にいる時間を増やした 88 地震ごっこの遊びを見守った 32
日常で楽しい活動を増やした 85 パジャマに着替えずに寝るなど、安全に繋がる配慮をした 21
パジャマに着替えずに寝るなど、安全に繋がる配慮をした 72 地震についての説明を行った 21
身体を動かす機会を増やした 39 お迎えを早くするなど一緒にいる時間を増やした 15
地震の話をしないようにした 31 地震に関するニュースなどを見せないようにした 14
地震に関するニュースなどを見せないようにした 28 地震の話をしないようにした 14
特別に子どもが喜ぶ活動をした 25 特別に子どもが喜ぶ活動をした 13
その他 21 その他 7




























表 36 震災後の体調や気持ちの変化 
 
保育所保護者 件数 子育て支援センター利用者 件数
余震への不安が大きかった 466 余震への不安が大きかった 254
小さな幸せを感じるようになった 220 子どもに関する不安が増えた 104
子どもに関する不安が増えた 189 小さな幸せを感じるようになった 100
「自分が頑張らないと」と思った 171 「自分が頑張らないと」と思った 82
疲労感の増大 170 疲労感の増大 76
心理面の不調が増えた 96 心理面の不調が増えた 54
仕事の負担が増えた 74 イライラ・ピリピリが増えた 30
身体面の不調が増えた 73 身体面の不調が増えた 27
イライラ・ピリピリが増えた 69 相談することが増えた 18
子どもを信じるようになった 25 開所・閉所に関する不満があった 6
園の活動への協力が増えた 16 園の活動への協力が増えた 3
相談することが増えた 15 保育士に気を遣うことが増えた 3
保育士に気を遣うことが増えた 14 仕事の負担が増えた 3
開所・閉所に関する不満があった 7 子どもを信じるようになった 2
その他 34 その他 15







 就労や勤務状況について「変化があった」と答えた回答者は、保育所保護者 94件（14.1%）で 1割強と
なっている。「変化なし」は 547件（82.1%）であり、「不明・無回答」は 25件（3.9%）となっている。子
育て支援センター利用者では「変化あり」が 11件であるが、子育て支援センターの利用者については「就
労していない」が 249名（64.8%）であり、就労している状況にある利用者が 2割程度である（表 37）。 
 次に、保育所保護者において「変化あり」と答えた 94名について、どのような変化であったかを当て
はまる全ての項目を選択してもらう多重回答方式で回答を求めた。その内容をみてみると（表 38）、最も












表 37 震災後の就労に関する変化の有無 
 
 
表 38 震災後の勤務状況の変化 
 
件数 ％ 件数 ％
あり 94 14.1 あり 11 3.4
なし 547 82.1 なし 67 20.5
不明 25 3.9 就労していない 249 64.8


















しあった」が 169 件（25.4%）、「ほとんどなかった」199 件（29.9%）、「全くなかった」104 件（15.6%）、
「わからない」54件（8.1%）、「不明・無回答」は 51件（7.8%）となっている。何等かの葛藤があったも




























件数 ％ 件数 ％
かなりあった 89 13.4 かなりあった 7 10.8%
少しあった 169 25.4 少しあった 9 13.8%
ほとんどなかった 199 29.9 ほとんどなかった 20 30.8%
全くなかった 104 15.6 全くなかった 15 23.1%
わからない 54 8.1 わからない 14 21.5%



































保育所保護者 件数 子育て支援センター 件数
祖父母 519 配偶者 289
配偶者 517 祖父母 253
友達 235 友達 137
保育園・センターの先生 231 きょうだい 105
きょうだい 226 近所の人 96
近所の人 190 保育園・センターの先生 78
職場の人 169 親戚 70
親戚 130 職場の人 15
小学校の先生 47 小学校の先生 3
その他 23 その他 10






























保育所保護者 件数 子育て支援センター 件数
会話が増えた 119 会話が増えた 60
協力することが増えた 193 協力することが増えた 94
緊急時の集合場所を決めた 179 よく相談するようになった 78
お互い励まし合うようになった 119 お互い励まし合うようになった 69
家族で行動することが増えた 118 家族の行動を知ろうとするようになった 69
家族の行動を知ろうとするようになった 117 緊急時の集合場所を決めた 67
よく相談するようになった 110 家族で行動することが増えた 59
一緒にいることが増えた 96 一緒にいることが増えた 44
ケンカが増えた 19 ケンカが増えた 11
心の距離が開いた 11 心の距離が開いた 7
その他 33 その他 41





















































































































































































































































































































































































日本多機関連携臨床学会事務局へ返送された 15 名分（回収率 100％）をまとめた。 
回答者の内訳 
性別（男性１名 女性 14 名） 
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・ここネット通信 ニューズレター VOL：12（2018・1・1） 
 https://docs.wixstatic.com/ugd/4ba315_225f9c2b4d064280b0e6ef438356f277.pdf 
・小此木啓吾 対象喪失 中公新書 中央公論社 1979年 
・ジグムント・フロイト（小此木、懸田他訳）フロイト著作集 7 ヒステリー研究 人文書院 1970年 
・ジグムント・フロイト フロイト著作集 6 自我論／不安本能論「快感原則の彼岸」人文書院 1970年 
・夏目誠 ストレスに評価 精神神経学雑誌 2008年 110巻 3号 
・福祉新聞 【熊本地震】児童養護施設の子どもたちが避難所でボランティア 活動の感想は 2016 年
05月 23日  
http://www.fukushishimbun.co.jp/topics/12831 
・慈愛園 HP 熊本地震  
https://www.jiaien-childhome.com/blank-4 
















































































年月日 場所 名称や内容 備考 
2016年 4月  熊本地震の前震と本震発生  
2016年 9月  川副園長から調査の打診  
2016年 10月  村上園長から正式に調査依頼 
プロジェクトチーム設置 
 
2016年 11月 熊本県 「予備調査」実施 保育所と子育て支援センター  
2017年 2月 山口県 第 8 回真冬に保育を考える会・下
関 
予備調査報告・速報 
2月 熊本県 「本調査」実施 児童養護施設、産婦人科病
院を含む 
2月 東京都 第 1回臨時学術集会 学会と ここネットの初の
コラボ企画 
10月 山口県 ここネットの第 8回全国大会・下関 本調査報告・速報 




2月 東京都 第 2回臨時学術集会・関東ブロック
研修会 
調査報告・速報 
3月 東京都 第 6回学術集会 児童養護施設、産婦人科病
院の報告 
3月 宮城県 日本発達心理学会第 29回大会 ポスターとラウンドテーブ
ルで調査報告 





























充子、佐藤菜穂、岩冶まとか、植野百々の 5 名である。 






















































（１）あなたの性別に〇をつけてください ①男 ・ ②女   
 




     ①園長（副園長） ・ ②職員    ②－１  職種（例 保育士             ） 
②－２  常勤 ・ 非常勤 ・ その他（      ） 
 
（４）現在の居住地域（例：熊本市北区植木町） 
          市       区      町・村 
 
（５）現在同居されている家族の形態について伺います。当てはまる番号 1 つに〇をつけてください 
   ①単身   ②夫婦のみ   ③夫婦と子ども   ④ひとり親と子ども 
   ⑤祖父母と夫婦（またはひとり親）と子どもの三世代  ⑥祖父母と夫婦    
⑦その他（                                   ） 
 
（６）現在同居されている家族の状況について、当てはまる項目があれば全てに〇をつけてください 
 ①就学前の乳幼児がいる   ②小学生の子どもがいる   ③中学生以上の子どもがいる 
④介護が必要な高齢者がいる   ⑤看護が必要な病人がいる   
⑥被災によって家族構成が変化した 
（どのように変化したかお書き下さい：                           ） 
⑦家族に公務員・医療関係者がいる（具体的職種をお書きください：              ） 
⑧配偶者が単身赴任    ⑨その他（                           ） 
 
（７）地震後の現在のお住まいについて伺います。最も近い項目を選んで 1 つに〇をつけてください 
  ①問題なく震災前と同じ家に住んでいる   ②修理の必要があるが震災前と同じ家に住んでいる 
  ③仮設住宅に住んでいる    ④みなし仮設住宅に住んでいる  ⑤親戚・知人宅に住んでいる 
  ⑥震災前とは異なる家に住んでいる 





1）避難所、親戚・知人宅での避難経験  ①経験あり ・ ②経験なし        
①有  避難先（例：公民館，                ）避難期間（          ） 
避難先（例：福岡にある母方の実家，               ） 避難期間（         ） 
 2）車中泊の経験   ①経験あり ・ ②経験なし 
  ①有  車中泊していた場所（            ）車中泊期間（           ） 
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